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令和３度(2021年度) 第１回北海道アウトドア資格制度推進会議 議事要旨

【日 時】 令和４年(2022年)３月 25日(金) 13時～ 14時
【場 所】 Zoom会議
【出席者】 大森座長、阿久澤委員、紙谷委員、斉藤委員、佐藤委員、谷口委員

〔資格制度業務センター（一般社団法人 北海道体験観光推進協議会）〕

坂本代表理事、伊藤専務理事

〔事務局（北海道経済部観光局）〕

鶴蒔観光局長、輿水課長、古俣主幹、作山主幹、渡邉主査、石塚主任

【議 事】

１ 報告（次の(1)～(5)について資料により事務局から一括して説明）
(1)北海道アウトドア活動振興推進計画（第５期計画（R3 ～ R7））（案）について
(2)ＡＴＷＳ 2021の開催報告、ＡＴＷＳ 2023について
(3)ＡＴに対応した「新しいガイド制度のあり方」中間とりまとめ（案）について
(4)アウトドア事業者等実態調査について
(5)アウトドア資格取得者数等の推移について

２ 意見交換（●…委員、○…事務局）

●北海道のガイドはコロナ禍の影響で会社を廃業したりガイドを減らしたりして

受入体制がかなり厳しい状況になっている。何らかの道庁からの支援事業と受

入体制を確立するための知恵や支援をいただきたい。

●現場のガイドとしては、現状どうやって生き延びていくのかが一番重要なこと。

業務センターが負担金なしで運営しているという説明があったが、こういった

ことをガイドは知らない。道の負担金で運営していると勘違いしている事業者

が多いと思うので、負担金なしで運営しているということを周知すべき。

○ガイド制度ができてからしばらくは体験協とは違う団体が受託をしていて、当

時は北海道からかなりの委託料（負担金）が支払われていた。段々額は少なく

なり、今は道の負担金なしで体験協が運営を担っている。昔の記憶から体験協

が今も道の負担金で運営していると考えているガイドがいることは認識してい

る。我々としても機会があるごとに周知をしていかなければいけない。

●どうみん割がスタートした当時はグリーンシーズンだったので約80事業者が参

加していた。冬場に参加している事業者は半分以下。これは通年で営業してい

る事業者が少ないということ。この会議は、稼ぐ力をどうするかということを

議論する会議のはず。皆さんと一緒にガイドが生き残っていく、稼ぐ力をどう

つけていくかという会議にしていただきたい。

○稼ぐ力をどうするのかということをこの会議で議論すべきということは全くそ

の通り。今回の会議は、前回の会議で、本来的には本会議で議論すべきことを

観光審議会で議論するという方向性を持ったので、一定の方向性が出たタイミ

ングで、その検討状況をご報告させていただくために開催した。稼ぐ力いつい

ては、次回以降、皆様方と協議をさせていただきたいと思っている。
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●アンケート調査によるガイドの認識として、アドベンチャートラベルの理解が

十分でない、知らないという方が５割ぐらい、ATWS2023の開催地内定を知らな

かったという方が４割。情報提供の面での強化、機運の醸成が必要。また、ア

ンケート上はアウトドア事業の継続や拡大に向けて人材の育成が一番の課題と

してあがっている。若手の10代、20代のガイドが全体の割合では15％くらいで

あるので、審議会の資格認定の数値目標の設定の時に併せて、若手の人材育成

のもう少し踏み込んだ議論をお願いしたい。コロナ禍では移動に伴って成立す

るサービス業なり宿泊、飲食、ガイドも含め急ブレーキがかかっている。逆に

移動を伴わない事業、いわゆる通信などの業績は上昇している。業績が上昇と

下降の２極化の方向で動いている。もう少し俯瞰して、ガイドも他の業種と連

携して何か事業を創造していかないと広がっていかない。

○認知度不足について、2023年のリアル開催に向けてしっかりとPRしていく。今

回、計画の柱にしっかり位置づけた。新たな指標の設定に際し、若手のガイド

の育成についても、ご意見を考慮し、令和５年を目処に検討したい。

●アドベンチャートラベルに対応したガイド制度は、いかにガイドが安定した収

入を確保できるかということを最優先すべきという認識。実際、既にラフティ

ング等に関しては、教育旅行の受入において完全にスタンダードになっている。

今回のガイド設定が、これまで苦労してきたガイドの方にふさわしい対価を得

られるようなものになることが今後の成長に繋がってくるものと思う。その先

70兆円といわれるアドベンチャートラベルの世界からの需要を、北海道に持っ

てくるというのがある。しっかりと持続性を持って国内の需要を喚起していく。

●学生の就職ということを考えた時に、魅力ある業界であること。学生達は対価、

賃金を気にする。なかなか賃金が上がっていかないという状況が続いている。

なんとなく学生からしてみると業界に魅力がないのではないかという感想を持

たれてしまう。バッジの導入というガイドの技術の向上というものが求められ

ており、それに対応するためにはより高度な勉強をしていかなければならない。

一生懸命努力しても収入に繋がらないということになれば、やはり魅力が失わ

れていくということが起こる。バッジを導入するということはかなりの転機と

なるので、魅力があって収入がある程度保障される業界にして欲しい。

●人が増えるということはフィールドとしての環境が悪化するという問題も同時

に出てくる危険を感じている。地域ごとに自然を守るルールや考えをまとめる

機会を同時進行させ自然がだめになるということにならないようにしたい。

○今回の推進計画の改定には、SDGsの視点を追加しており、環境に配慮していく

内容も含んでいる。本格的にATを本道観光の柱にしていくためには、サステナ

ブルなツーリズムを実現していかなければならない。また、若い人、学生がア

ウトドアガイドになっていただくために、収入の面はもちろん仕事の内容も含

めて夢のあるものにしていくことが大事。

以上


